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観測された現象が前兆現象で
ある可能性が高まった場合に
発表されます。

観測された現象が東海地震の
前兆現象であると直ちに判断
できない場合や、前兆現象と
は関係がないことがわかった
場合に発表されます。

東海地震の発生のおそれがあ
ると判断した場合に発表され
ます。

�����������

●防災対応は特にありません。

●国や自治体等では情報収集連絡体制がとられます。
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（防災準備行動開始）
●東海地震に対処するため、以下のような防災の準備行

動がとられます。
　○必要に応じ、児童・生徒の帰宅等の
　　安全確保対策が行われます。
　○救助部隊、 救急部隊、 消火部隊、 医療
　　関係者等の派遣準備が行われます。

●気象庁において、東海地震発生につながるかどうかを
検討する判定会が開催されます。
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●地震災害警戒本部が設置されます。

●津波や崖崩れの危険地域からの住民避難
　や交通規制の実施、百貨店等の営業中止
　などの対策が実施されます。
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一
般
的
に
「
地
震
予
知
は
非
常

に
困
難
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

東
海
地
震
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８

ク
ラ
ス
の
海
溝
型
地
震
で
濃
密
な

予
知
観
測
網
が
設
置
さ
れ
て
い
る

の
で
、
直
前
予
知
が
可
能
な
場
合

が
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

東
海
地
震
の
予
知
に
関
す
る
情
報

は
、
次
の
３
つ
に
区
分
し
て
発
表

さ
れ
ま
す
。
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警
戒
宣
言
が
発
令
さ
れ
る
と
、

私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
は
次
の
よ

う
な
規
制
等
が
か
か
り
ま
す
。
社

会
の
動
き
を
よ
く
理
解
し
て
、
落

ち
つ
い
て
行
動
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　
「
地
震
も
津
波
も
恐
ろ
し
い
。し

か
し
正
し
い
備
え
が
あ
れ
ば
、
被

害
は
防
げ
る
、
安
心
し
て
暮
ら
す

こ
と
が
で
き
る
」

　

そ
の
た
め
に
、
今
何
を
す
れ
ば

良
い
の
か
、
い
ざ
と
い
う
時
に
ど

う
す
べ
き
か
、
下
田
の
歴
史
と
と

も
に
昔
の
人
々
の
知
恵
と
教
訓
に

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

日
時　

９
月　

日 （
日
）

１６

　
　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時　

分
３０

会
場　

市
民
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

内
容　

下
田
を
中
心
と
す
る
伊
豆

の
歴
史
上
の
津
波
と
、
そ
こ
か
ら

得
ら
れ
た
教
訓
に
関
す
る
講
演
と

討
論

講
演
内
容

 「
下
田
の
歴
史
と
地
震
津
波
」

佐
々
木
忠
夫（
下
田
市
史
編
纂
室
）

 「
伊
豆
半
島
沿
岸
地
域
に
お
け
る
歴

史
津
波
の
波
高
分
布
」

羽
鳥
徳
太
郎（
元
東
京
大
学
講
師
）

 「
安
政
東
海
地
震
・
南
海
地
震
の
教

訓
」

西
山
昭
仁
（
大
谷
大
学
研
究
科
）

 「
安
政
東
海
地
震
津
波 （
１
８
５
４
）

に
学
ぶ
津
波
の
法
則
と
教
訓
」

都
司
嘉
宜
（
東
京
大
学
准
教
授
）

問
合
せ
先　

市
民
課
防
災
係
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措
置
及
び
対
応

住
ん
で
い
る
場
所
が
危
険
と

思
わ
れ
る
方
は
、
自
主
的
に

避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
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使
用
は
可
能
で
す
が
、
状
況

に
応
じ
て
通
話
規
制
が
行
わ

れ
ま
す
。

最
寄
り
の
安
全
な
駅
ま
で
運

行
し
て
停
車
し
ま
す
。

最
寄
り
の
安
全
な
駅
ま
で
走
行

し
運
行
は
中
止
と
な
り
ま
す
。

避
難
路
な
ど
を
確
保
す
る
た

め
、
国
道
・
県
道
・
市
道
等
の

幹
線
道
路
な
ど
で
交
通
規
制

 （
車
は
徐
行
運
転
） を
し
ま
す
。

営
業
を
中
止
し
ま
す
。（
た

だ
し
、
一
部
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
は
営

業
継
続
）

耐
震
性
の
確
保
さ
れ
る
店
舗

に
あ
た
っ
て
は
、
店
舗
の
判

断
に
よ
り
営
業
を
継
続
。

外
来
診
療
を
中
止
し
ま
す
。

（
急
患
を
除
く
）

閉
校
、
閉
園
と
な
り
ま
す
。

 （
一
部
の
教
職
員
は
待
機
）

平
常
ど
お
り
供
給
を
継

続
し
ま
す
。（
使
用
は

で
き
ま
す
が
で
き
る
だ

け
使
わ
な
い
）
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「
下
田
の
津
波
と

「
下 
田 
の
津 
波 
と

こ
れ
か
ら
の
防
災
」講
演
会

こ 
れ 
か 
ら 
の 
防
災
」講
演
会
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地
震
の
揺
れ
は
、
最
初
に
弱
い

揺
れ
の
Ｐ
波 （
初
期
微
動
） が
秒
速

約
７
�
で
伝
わ
り
、
次
に
強
い
揺

れ
の
Ｓ
波 （
主
要
動
） が
秒
速
約
４

�
で
伝
わ
り
ま
す
。
こ
の
速
度
差

を
利
用
し
て
、
震
源
に
近
い
地
震

計
で
と
ら
え
た
Ｐ
波
の
観
測
デ
ー

タ
を
解
析
処
理
す
る
こ
と
に
よ
り
、

震
源
か
ら
あ
る
程
度
離
れ
た
地
点

に
対
し 
、 強
い
揺
れ
の
到
達
前
に
予

測
を
発
表
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
情
報
は
、
最
大
震
度
５
弱

以
上
と
推
定
し
た
地
震
の
際
に
、

気
象
庁
か
ら
発
表
さ
れ
、
強
い
揺

れ （
震
度
４
以
上
） の
対
象
地
域
名

が
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な
ど
を
通
じ

て
皆
さ
ん
に
伝
達
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
震
源
に
近
い
地
域
で

は
、 緊
急
地
震
速
報
が
強
い
揺
れ
に

間
に
合
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
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緊
急
地
震
速
報
は
、
地
震
に
よ
る
強
い
揺
れ
を
事
前
に
お
知
ら
せ
す
る

こ
と
を
目
指
す
新
し
い
情
報
で
、　

月
１
日
か
ら
提
供
が
開
始
さ
れ
る
予

１０

定
で
す
。
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頭を保護し、丈夫な机の下などに隠れる
あわてて外に飛び出さない 施設の係員の指示に従う

落ち着いて行動し、あわてて
出口には走り出さない

ブロック塀の倒壊等に注意
看板や割れたガラスの落下に
注意し、建物から離れる

あわててブレーキをかけない
ハザードランプを点灯し、
揺れを感じたらゆっくり停止

落石やがけ崩
れに注意して
ください。

つり革や手すりに
しっかりつかまる

最寄りの階で
停止させて、
すぐに降りる
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↓
耐
震
診
断
を
行
い
、
問
題
が
あ

る
と
わ
か
っ
た
場
合
は
、
耐
震
改

修
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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↓
最
近
の
大
き
な
地
震
で
も
多
く

の
人
々
が
家
具
の
転
倒
等
で
ケ
ガ

を
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
具
は
必
ず

固
定
し
ま
し
ょ
う
。

↓
寝
室
に
重
い
家
具
を
置
か
な
い

な
ど
、
家
具
の
配
置
に
も
気
を
配

り
ま
し
ょ
う
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�

↓
食
料
品
は
７
日
分
程
度
、
飲
料

水
は
最
低
３
日
分
は
用
意
し
ま
し
ょ

う
。
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↓
日
頃
か
ら
地
域
の
防
災
訓
練
に

参
加
し
ま
し
ょ
う
。

↓
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
場
所

や
救
出
救
助
活
動
に
つ
い
て
家
族

や
地
域
で
話
し
合
い
ま
し
ょ
う
。
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緊
急
地
震
速
報
は
、
情
報
を
見

聞
き
し
て
か
ら
地
震
の
強
い
揺
れ

が
来
る
ま
で
の
時
間
が
数
秒
か
ら

数
十
秒
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

短
い
間
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動

を
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

緊
急
地
震
速
報
を
見
聞
き
し
た

と
き
に
は
「
周
囲
の
状
況
に
応
じ

て
、
あ
わ
て
ず
に
、
ま
ず
身
の
安

全
を
確
保
す
る
」
こ
と
が
基
本
で

す
。
下
記
の
緊
急
地
震
速
報
「
利

用
の
心
得
」
で
は
、
い
く
つ
か
の

場
面
に
お
け
る
取
る
べ
き
対
応
行

動
の
具
体
例
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
の
具
体
例
を
参
考
に
、
情
報
を

見
聞
き
し
た
と
き
に
、
あ
わ
て
ず

に
冷
静
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
数

秒
か
ら
数
十
秒
で
あ
な
た
が
で
き

る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
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